
（様式－1 表紙） 

 

 

１ 調査名称：古賀市都市計画道路検証業務 

 

 

 

２ 調査主体：古賀市 

 

 

３ 調査圏域：古賀市都市圏 

 

 

４ 調査期間：平成 24年度 

 

 

５ 調査費：6,279,000円 

 

 

６ 調査概要： 

古賀市における交通実態と将来交通量を踏まえながら、長期未着手都市計画道路の必要性・実

現性を検証し、都市計画道路の見直しを行った。また本市の将来計画に基づき、適正な都市計画

道路の配置についての検討を行った。 

 

 

 



（様式－2a 調査概要） 

Ⅰ 調査概要 

 

１ 調査名：古賀市都市計画道路検証業務 

 

２ 報告書目次 

１．業務概要 

1.1 業務の目的 

1.2 業務概要 

1.3 業務項目 

1.4 履行箇所 

1.5 業務フロー 

1.6 業務内容 

1.7 打合せ協議 

1.8 業務組織体制 

1.9 使用した主な図書 

２．古賀市都市計画道路検証方針（案）の作成 

2.1 検証方針（案）の作成 

３．未着手都市計画道路の検証 

3.1 検証の手順 

3.2 古賀市における交通流動 

3.3 検証対象路線の抽出 

3.4 個別路線の評価 

3.5 都市計画道路網としての評価 

3.6 都市計画道路の評価基準 

3.7 検証結果 

3.8 「都市計画道路路線カルテ」の作成 

４．都市計画道路の適正配置の検討 

4.1 都市計画道路の適正配置の検討 

５．将来交通量の推計 

5.1 推計データ作成 

5.2 現況再現 

5.3 将来交通量配分 

６．交通量調査 

6.1 調査概要 

6.2 調査内容 

6.3 調査結果 

７．都市計画設計図書の作成 

 



（様式－2b 調査概要） 

３ 調査体制：なし 

 

４ 委員会名簿等：なし 



Ⅱ 調査成果                          （様式－3a 調査成果） 

１ 調査目的 

古賀市の都市計画道路は、２２路線（総延長 49.39km）のうち、幹線道路以外の旧市街地内に

計画された路線や、市街地開発事業など面的整備事業と併せて整備されることを想定した路線等、

１２路線（１５区間）（総延長 11.463km）が長期間未整備となっている。このため、これらの路

線が計画決定された当時と現時点における社会経済情勢の変化等を踏まえ、都市計画道路の検証

を行っていくことが緊急の課題である。 

そこで、本調査では福岡県における都市計画道路の見直しの方針を示した「福岡県都市計画道

路検証方針」を参考に、古賀市内の長期未着手都市計画道路の必要性及び実現性等を検証し、都

市計画道路の見直しを行った。 

 

２ 調査フロー 

 

 

 

 

都市計画設計図書の作成 

 

・路線毎の必要性 

・事業実施環境の検証 

・見直し方策の検討 

未着手都市計画道路の検証 

 
・検証方針（案）の作成 

古賀市都市計画道路検証方針(案)の作成 

 

・交差点 ７箇所 

・単路部 ２箇所 

交通量調査 

 

・新たに都市計画決定が必要な路線を含めた 

適正配置の検討 

都市計画道路の適正配置の検討 

 

・推計データの作成 

・現況再現 

・将来交通量配分（既定計画） 

・将来交通量配分（見直し案） 

将来交通量の推計 

報告書作成 



３ 調査圏域図 

 

 

（１）位置 

古賀市は、東は犬鳴山地・立花山地から丘陵、丘陵部、市街地を経由して西の玄界灘に至る地形

となっており、福津市、宮若市、久山町、新宮市と隣接している。 

 

（２）都市計画区域 

古賀市は総面積 4,211haのうち、約半分に当たる 2,220haを都市計画区域として指定している、

都市計画区域の内、約 3分の 1の 805haは市街化区域であり、さらにその約 4分の 3に当たる

598haを住居系地域に指定している。 

 

（３）人口・世帯数 

古賀市の人口は昭和 35年から常に増加傾向にあったが、平成 12年以降は人口増加の傾向が鈍

化している。平成 22 年の国勢調査によると、人口は 57,920 人、世帯数は 27,624 世帯であり、

近年、人口は微増傾向、世帯人員は減少傾向が続いている。少子高齢化が進行しているが、全国

および福岡県と比較すると、年少人口割合は上回り、高齢者人口割合は下回っている。



（様式－3b 調査成果） 

４ 調査成果 

（１）古賀市都市計画道路検証方針（案）の作成 

 

「福岡県都市計画道路検証方針」を参考に、都市計画道路の必要性・実現性について検証を行

うための「古賀市都市計画道路検証方針（案）」を作成した。 

表-1 検証のための指標一覧 

視点 指標 判断材料 評価 

必
要
性
に
関
す
る
評
価 

①決定時の役割 
①-1) 

決定時の役割 

都市計画決定時から路線の位置

付け・役割が変化しているか 

2点：変化なし 

1点：ほとんど変化なし 

0点：変化している 

②交通処理上の必

要性 

②-1) 

交通量の見込み 
将来交通需要予測結果 

2点：10,000台/日以上 

1点：1,500～10,000台/日未満 

0点：1,500台/日未満 

②-2) 

代替路線の有無 
代替路線の有無 

1点：代替路線なし 

0点：代替路線あり 

②-3) 

歩行者の安全性 
歩道の有無 

2点：歩道なし 

1点：一定あり（片側歩道など） 

0点：2m以上の歩道あり 

②-4) 

通学路指定状況 

周辺の小中学校の通学路指定状

況 

2点：指定あり 

0点：指定なし 

③土地利用上の必

要性 

③-1) 

地域の道路密度 
2車線以上の道路の密度 

   住居系 商業系 工業系 （km/km2） 

2点：3未満  4未満  1未満 

1点： 3～4   4～6   1～2 

0点：4以上   6以上  2以上 

④都市環境上の必

要性 

④-1) 

アクセス性の向上 

整備により、災害時の車両乗り入

れが困難な地域が解消されるか等 

2点：効果大 

1点：効果あり 

0点：効果なし 

④-2) 

火災の延焼防止効

果 

整備により幅員 12m以上の道路が

整備される、もしくは現況 12m未満

だった幅員が 12m以上になり、火

災の延焼防止効果が向上するか

等 

2点：効果大 

1点：一定効果あり 

0点：効果なし 

実
現
性
に
関
す
る
評
価 

⑤地域社会への影

響 

⑤-1) 

通過交通の影響 

通過交通による沿道環境（騒音・

排ガス等）への影響 

1点：影響なし（4,000台/日未満） 

0点：影響あり（4,000台/日以上） 

⑤-2) 

家屋移転の件数 
道路整備による家屋移転の件数 

2点：3件/100m未満 

1点：3～5件/100m以上 

0点：5件/100m以上 

⑤-3) 

コミュニティの維持 

道路整備に伴う家屋移転により、

商店街・自治会などのコミュニティ

が崩壊しないか 

2点：影響なし 

1点：さほど影響なし 

0点：影響あり 

⑤-4) 

大規模物件の有無 

大規模な物件があるか 

河川・他の施設との立体交差の構

造が必要となるか 

1点：なし 

0点：あり 

⑥地形や自然環境

との適合性 

⑥-1) 

保全すべき自然環

境の有無 

開発が制限されている自然公園や

農用地等の有無 

2点：なし 

1点：近傍にあり 

0点：あり 

⑥-2) 

地形改変の程度 

整備に伴い、大規模な盛土・切土

が発生するか 

2点：なし 

1点：ややあり 

0点：大いにあり 



（２）未着手都市計画道路の検証 

（１）で作成した「古賀市都市計画道路検証方針（案）」に基づき、下記のフローに従って都市

計画道路の検証を実施した。 

検証に当たっては、まず検証対象路線を抽出し、個別の路線に対して必要性・実現性を検証す

るための路線カルテを作成し、検証を行った。 

個別路線の評価

必要性に関する評価

検証対象路線の抽出

評価結果に対する
パブリックコメント

検証方針に対する
パブリックコメント

都市計画上の手続き

見直し候補路線の選定

計画存続
計画変更

（追加路線を含む）
計画保留・計画廃止

実現性に関する評価

見直しについての地域の合意形成

総合的検証

都市計画道路網としての評価
（追加路線の検討を含む）

 

図-1 検証フロー 



 

 

図-2 路線カルテの例 



（３） 都市計画道路の適正配置の検討 

（２）の検証結果および古賀市における将来計画を踏まえ、新たな都市計画道路網を検討した。

検討の結果、下図の路線を新たな都市計画道路網（案）とした。 

 

 

 

図-3 新たな都市計画道路網（案） 

 



（４）将来交通量の推計 

古賀市内における現況(H22)および将来(H37)における道路網の交通需要を予測するとともに、

都市計画道路の既定計画ネットワークと見直し案(3案)との比較を行った。 

 

a) 使用したデータ 

本検討では、福岡県から借用した「第４回パーソントリップ調査福岡県配分関係データ」を使

用した。 

b) 現況再現性検証用交通量観測データ 

現況再現性検証用の交通量観測データは、平成 22 年度道路交通センサス調査結果および平成

24年度に実施した交通量調査結果(本業務で実施)を使用した。 

c) 検討内容 

現況再現性の検証は、下記理由により H22年時点で実施した。 

将来交通量推計は、既定計画ネットワークおよび見直し案を含めた計 4ケース実施した。 

 

表 検討内容 

検討項目 検討内容 

現況再現性

の検証 

・ 市内においてＨ17年センサス調査観測地点が 5箇所と少なく、H17時点におけ

る市内の交通流動を再現することが困難なため、H24年調査結果と H22年セン

サス調査結果を基に現況再現を検証 

・ 配分用 OD表が H17年のため、H22年 OD表を H17年と H37年の直線補間で作成 

・ 道路ネットワークも H22年時点で再現性を検証 

将来交通量

推計 

【ケース 0】H22年時点から道路ネットワークが整備されていないケース 

【ケース 1】都市計画道路が既定計画ネットワークで整備されたケース 

【ケース 2】廃止・追加案における見直し計画で整備されたケース 1 

【ケース 3】廃止・追加案における見直し計画で整備されたケース 2 

【ケース 4】廃止・追加案における見直し計画で整備されたケース 3 

 

 

 

 

ゾーニング H37将来交通量図(ケース 4) 



（５）交通量調査 

（２）未着手都市計画道路の検証および（４）将来交通量の推計の基礎データとなる現況交通

量を把握することを目的として、交通量調査を実施した。 

調査箇所は下図に示す通り、市内全 9 箇所（T 字交差点 2 箇所、十字交差点 5 箇所、単路部 2

箇所）で実施した。 

 

図-4 調査箇所 

町川原 

浄水場前 駅東 1丁目 

自動車学校前 

石ヶ﨑橋 

古賀駅北 

古賀駅南 

古賀郵便局前 

Ｔ字交差点 2箇所 
十字交差点 5箇所 
単路 2箇所 

玄海高校前 



（６）都市計画設計図書の作成 

（２）の検証結果および（３）において検討した新たな都市計画道路網に基づき、都市計画変

更に必要となる図書を作成した。 

 

 

図-5 総括図 

 

 

図-6 交差点計画図 

 

 


